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興味と好みに基づく複数���ページの情報融合・提示システムの検討
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あらまし 近年，複数の�
�サイトにまたがって存在している同じテーマのコンテンツを，まとめて閲覧できる�
�

ブラウザが求められている．しかし，現在の�
�の情報融合システムでは，収集した情報をシステムの仕様に基づ

き分類し統合して表示するため，利用者はそのシステムの分類体系やページのレイアウトにすぐに順応できず，欲し

い情報を速やかに獲得することが困難である．本研究では，収集した情報を個人の興味および知識を基に分類して統

合し，さらに統合した情報を利用者の好みのページのレイアウトを通して提示できる� ������ ��
�
� �����を提

案する．���は，利用者の使い慣れている�
�サイトのポータルページを利用することで，利用者に伏在する好み

のレイアウトを通して，融合した内容を提示するという特徴をもつ．また，利用者の閲覧履歴に基づき興味の分類体

系を動的に構築し，利用者の興味に基づき自律的に情報を分類し融合して，提示するという特徴ももつ．本稿では，

ニュースを具体例として挙げ，利用者が好みのニュースサイトのポータルページを指定することで，そのページのレ

イアウトを通して，利用者の興味を基に分類され融合された記事を閲覧できる���について検討する．

キーワード 情報融合，個人適応，ビュアー，興味，ポータルページ
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�� は じ め に

近年，膨大な���ページから，より信頼度の高い情報をよ

り効率的にユーザへ提供できるような���のサービスが求め

られている．このような ���のサービスの実現を目指し，本

研究では，複数の ���ページを融合し，ユーザの欲しい情報

を提供できる新たな���ブラウザについて検討する．

今日の情報融合では，複数の ��� サイトから大量の ���

ページを収集し，収集した���ページをカテゴリに基づいて

分類して融合することで，カテゴリごとのまとまった情報を提

供できる．これにより利用者は，各���サイトにアクセスす

ることなく，融合されたページを提供している特定のサイトに



(1)利用者は好みのポータルページ(例: CNN)のURLを入力
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内容が変更

図 � 基 本 概 念

アクセスするだけで，カテゴリごとにまとめられた複数のペー

ジの情報を閲覧することができる．

しかし，カテゴリの設定は融合サービスを提供している管理

者によって決められているため，利用者は融合されたページを

閲覧する際，あらかじめ設定されているカテゴリを予想する必

要がある．また，自身の知りたい情報がどのカテゴリに分類さ

れているかを推測する必要もある．例えば，複数のニュースサ

イトの情報を融合した場合，「政治」，「スポーツ」，「国際」など

の複数のカテゴリを管理者が設定しており，利用者は設定され

ているカテゴリの種類を把握し，欲しい記事がどのカテゴリに

含まれているかを判別しなければならない．さらに，融合され

たページのレイアウトも融合サービスを提供している管理者に

よって決められているため，欲しい記事を迅速に見つけるため

にも，融合されたページのレイアウトを使い慣れる必要がある．

本稿では，情報融合の際に必要なカテゴリの分類体系を，利

用者が容易に把握できる新たな情報融合の構成法を提案する．

提案する情報融合の構成法は，�つの特徴をもつ．一つは，情

報融合サイトが作成した新たな融合ページを用いず，利用者の

使い慣れている���サイトのポータルページを融合ページの

インタフェースとして代用する．これにより，利用者に伏在す

る好みの分類体系を可視化した一つの「使い慣れているページ

のレイアウト」を通して，融合した内容を提示できるという特

徴をもつ．もう一つの特徴は，従来の静的なカテゴリの分類で

はなく，利用者の閲覧履歴に基づき興味の分類体系を動的に構

築することで，利用者の興味に基づき自律的に分類し融合して，

提供できるという特徴である．

本稿では，具体的にニュースサイトを例に挙げ，複数のニュー

スサイトの情報を利用者の興味に基づき分類し融合して，利用

者の指定したニュースサイトのポータルページのインタフェー

スを用いて，融合された情報を閲覧できる �� ���	
� �����

�����について検討する．

以下，��章では，提案する���の基本概念と基本構成を示

す．次に，��章で，利用者が �����として代用するページの

レイアウトを分析し，融合した情報を置換する内容を抽出する

手法を述べる．��章では，ユーザの興味と知識に基づいて融合

する情報を選出し，融合する手法を提案する．��章では，構築

した ���のプロトタイプの検証を行い，��章で関連研究につ

いて述べる．最後に，��章でまとめと今後の課題を述べる．

�� 基本概念とシステム設計

本研究では，複数の���サイトの大量の���ページを融合

し，利用者に効果的に提示することを目的としている．本稿で

は，目的を達成するための �つのアプローチを提案している．

一つは，利用者の使い慣れた���ページのレイアウトを用い

ることで，利用者の好みを反映した �����を通して，融合し

た情報を提示する手法である．もう一つは，利用者の興味や知

識に基づいて収集したページを分類して融合することで，個人

の嗜好に適応して情報を融合する手法である．本稿では，特に

ニュースサイトを対象とし，以下の項目を前提とする．

� 収集されるページはニュース記事とし，ニュース記事は



「タイトル」，「記事」および「画像」で構成される（注�）．

� 収集されるページには，メタデータとして「書かれた日

付」，「記事のタイトル」，「記事の概要」が含まれている（注�）．

�� � 好みを反映した ������

一般的に，利用者が ���ブラウザのブックマークやホーム

の機能を利用する場合，自身の興味のある情報を閲覧する目的

だけではなく，普段から使い慣れて見慣れている，好みのペー

ジを利用する目的もあると考えられる．後者の使い慣れている

ページの利用では，利用者はページ内のどの辺りに情報が配置

されているか，という空間的な情報分類ができていると考えら

れ，さらに，ページのリンク先の情報をある程度予測できると

いう特徴をもつ．そのため，使い慣れていないページと比べて，

利用者は使い慣れているページの分類体系を把握できていると

考えられるため，サイト内の目的の情報へ少ないクリック数で

辿り着けるという利点がある．

例えば，複数のニュースサイトがある場合，欲しい情報を閲

覧するために最初にアクセスするサイトは，普段から見慣れ

ている同じニュースサイトであることが多く，さらに知識を深

めたい場合に他のニュースサイトへアクセスする傾向がある．

���では，利用者にとって使い慣れたページは，利用者の好

みの分類体系を可視化したページの一つと考え，融合した情報

を効果的に提示できる �����として利用した．

�� � �	�の基本概念

���の基本概念を図 �に示す．利用者は，���ブラウザの

ツールバーにある ��� ツールバーのブランク部分に，自身

の使い慣れているニュースサイトのポータルページの ���を

指定する．���ツールバーは，事前に利用者がインストール

しているものとする．図中では，利用者は ���ツールバーに

���サイトのポータルページの ���を入力している．次に，

��	��キーを入力すると，複数のニュースサイトの融合された

情報が，���のレイアウトを通して表示される．この融合結

果のページが ���である．

���に表示される内容は，利用者の興味や知識に基づい

て融合された情報に一部変換される．変換される部分は，���

ニュースを分類しているカテゴリ毎のキーワード，���画像付

きトップニュース，���カテゴリ毎のニュース記事のタイトル

集の �つである．

���のカテゴリ毎のキーワードは，利用者の興味のあるキー

ワードへ変換される．例えば，���のオリジナルでは，���カテ

ゴリ毎のキーワードは， ����! ， ����!" �#"��"" ， $�%&'

����(� などが固定で提示されるが，���では， )�
* ， �
	'

"# ， +�,#- などへ変換され，提示されている．

���の画像付きトップニュースは，���の利用者の興味に基

づいて作成されたカテゴリを利用して，カテゴリ内の未読の画

像付き記事へと置換される．図中では，変換された )�
* のカ

テゴリに基づいて，それに関する記事と画像がトップニュース

（注�）：「画像」のないニュース記事もあるため，本システムでは融合方法に応

じて，画像付きニュース記事と，画像なしニュース記事との利用が異なる．

（注�）：調査した � つの主要な英語のニュースサイトのうち，� つのニュースサ

イトのニュース記事にメタデータが付与されていた．

図 � ���ツールバー� 利用者はブランク部分に ���を入力

の画像付き記事として変換され，提示されている．

さらに，���サイトで収集した大量の���ページは，利用

者ごとのカテゴリに基づき分類され選別されて，���のニュー

ス記事のタイトル集として融合される．利用者は提示された記

事のタイトルを選択すると，選択した記事のオリジナルの内容

を閲覧できる．図中では， �
	"# に関する記事のタイトルを

選択することで，���サイトで収集したニュースサイトの一

つである，���"���.サイトのオリジナルの記事の内容がその

まま表示されている．

また，利用者が記事を閲覧するということは，利用者が閲

覧した記事の内容について新たな知識を得たと考えられるた

め，オリジナルのページの閲覧後，���へ再度アクセスする

と ���～���の内容は書き換えられて，提示される．よって，利

用者は ���からオリジナルのページの記事を閲覧する度に，

新たな融合された情報を ���から獲得できる．

なお，���ツールバーをインストールし，最初に ���利

用した場合は利用者の閲覧履歴がないため，���と ���の内容

の変換は行われず，利用者が���ツールバーに入力した ���

のオリジナルのポータルページのレイアウトで，内容がそのま

ま表示される．ただし，���に関しては，���サイトで収集

した記事のうち，最新の画像付きのニュース記事を表示するも

のとする．

�� 
 システムの基本設計

本システムは，図 �で示したように，利用者の��� インタ

フェースとなる���と，���を提供する ���サイトから

なる．以下では，���のインタフェースの機能と，���サイ

トの処理の流れを示す．

���のインタフェースは，利用者が �����として利用した

いページの ���を入力するツールバー（)��/0 以上で動作）

と，融合された結果が表示されるページ部分とで形成される．

図 �に，���ツールバーを示す．���ツールバーのブラン

ク部分に，利用者は使い慣れた好みの ���ページのポータル

ページの ���を入力する．���ツールバーは，利用者 )1と

して %��.�" ファイルを作成し，入力された ��� と %��.�"

ファイルを ���サイトへ送信する．その後，���サイトよ

り，融合された ���を受信し，利用者へ提示する．���の

表示と同時に，���ツールバーの ���の入力部分の横には，

���サイトが収集し蓄積した，各ニュースサイトのドメイン

名が表示される．ドメイン名の配列は，���で提示されてい

るニュース記事数の多いニュースサイトの順に，左から順に配

列される．

��� サイトでは，���ツールバーより受信した ���と

利用者 )1から，蓄積している複数のニュースサイトのページ

の情報を，利用者の興味情報をもとに分類し，好みのレイアウ



トへと変換して，融合結果を返信する．融合結果を返信するま

での手順を以下に示す．ここで，���サイトが蓄積している

ページの情報とは，収集したページのうち，���とメタデー

タ（$	��，1�"%�2	��，.�����!，$-�）のみとする．

（ �） ���ツールバーよりポータルページの ���と利用

者 )1を受信する．

（ �） 受信した ���のポータルページのソースを 3$$�4

�/� 5�$する．

（ �） 受信した利用者 )1に対応する興味情報 �詳細は ��章�

をデータベースより "���%	する．

（ �） 5�$したポータルページのレイアウトを解析し，変

換する部分を検出する．

（ �） 蓄積しているページの情報から，利用者の興味情報を

用いて，融合する情報を選出する．

（ �） ���で検出した情報を，���の融合情報へと置換する．

（ �） 置換した融合結果を ���へ返信する．

�� � 融合情報へ置換する項目の選定

オリジナルのポータルページのレイアウトを通して，融合さ

れた情報を提供するために，我々は � つのニュースサイトの

ポータルページを分析し，置換するべき項目を選定した．分析

結果より，ニュースサイトのポータルページは，主に以下の �

つの内容に基づく領域で構成されていることが明らかとなった．

（ �） ニュースサイトのロゴの画像

（ �） カテゴリ毎のキーワード

（ �） 画像とタイトルで構成されるトップ記事

（ �） カテゴリ毎に分類される記事のタイトル集

（ �） 広告

���サイトでは，利用者の興味に基づきページを分類して融

合する特徴をもつ．本システムでは，従来の情報を提供するサ

イト側で静的に設定されている ��� と ���を，利用者の興味に

基づいたキーワードとそのキーワードに関するタイトル集へ置

換する．また，���の画像付きトップ記事は，利用者の注目度

も高いと考え，利用者の最も興味のある未読の記事へと置換す

る．���と ���に関しては，ニュースの記事との関連性が低いた

め，今回は置換しないものとした．以上より，���では，���，

���の内容はオリジナルのままとし，���～��� までの �項目の

内容を置換するものとした．

�� 情報検出手法

���サイトでは，利用者が指定した任意のポータルページ

のレイアウトを解析し，変換すべき �項目の内容部分を検出す

る．検出対象となるニュースサイトのポータルページは必ず �

項目を含むものとする．

提案する検出方法は，ページのレイアウトを 6�座標に変換

して領域を算出し，領域間の関連と領域内の特徴とを利用して，

領域内で変換する必要のある情報を検出する手法である．


� � 座標変換によるセルの抽出

多くのポータルページのレイアウトの形成には，3$��の

$����構造が利用されており，我々が分析した �つのニュー

スサイトのポータルページでも，全てに $����構造がレイア

category

keyword
top news item

with an image

logo image adver-
tisements

adver-
tisements

adver-
tisements

adver-
tisements

(0,0) (25,0) (75,0) (100,0)

(100,1)

(100,1)(75,4)(25,4)(0,4)

図 	 
��� 構造を用いて �� 座標に変換しセルを抽出した結果

ウト形成として用いられていた．���では，この $����構

造を解析して，レイアウトの座標を算出する．

3$��の$����構造は，�つ以上の行で構成され，各行は �

つ以上のセルで構成されており，行と列に配列した多次元のデー

タの表を構成できる 7�8．$����の行全体は $�で，セルの指

定は $1，$3で指定される．$����の幅は�)1$3属性によ

り指定され，�9�:���属性により行の連結，�9�:��� 属

性により列の連結が各々指定される．以上の定義より，�)1$3

で全体の幅を決定し，$1，$3の出現回数と �9�:���の値

により各行のセルの幅を算出し，6座標へ変換する．�座標は，

$�の出現回数により全体の高さを決定し，�9�:���の値

によりセルの高さを算出し，�座標へ変換する．図 �に，次の

簡素化した 3$��の $���� 構造を 6�座標値へ変換し，セ

ルを抽出した結果を示す．

<TABLE width=100>
 <TR>
  <TH rowspan="4"><br>category
                  <br>keyword<br></TH>
  <TH colspan="2">logo image</TH>
  <TH>advertisment<br></TH></TR>
 <TR>
  <TH rowspan="3"><br>top news item
                  <br>with an image</TH>
  <TH>advertisement</TH></TR>
 <TR><TH>advertisement</TH></TR>
 <TR><TH>advertisement</TH></TR>
</TABLE>


� � セルの座標値とセル内の特徴を利用した情報検出

算出した各セルの 6�座標値と，置換される �項目の内容の

各々の特徴を基に，オリジナルのポータルページから情報を検

出する．検出する �項目の情報の特徴を以下に示す．

���カテゴリ毎のキーワード

� キーワードに基づいてセル内の構造がパターン化．

���画像とタイトルで構成されるトップ記事

� 「カテゴリ毎のキーワード」の 6座標値より大きい．

� 画像 �枚とタイトル �つが同一ニュース記事をリンク．

���カテゴリ毎に分類される記事のタイトル集

� 「画像とタイトルのトップ記事」の �座標値より小さい．

� 「カテゴリ毎のキーワード」と同じキーワードが存在．

� カテゴリ毎に �つ以上のリンク付きタイトルが存在．

以上を条件とし，ポータルページの �項目の内容を検出する．



(a)カテゴリのオリジナルの
キーワード

World

Business

Sports

Weather

Money

Arts

A

B

A

B

C

D

E

Others Others

Ia=2.3

Ib=1.5

Ia=6.0

Ic=4.2

Ib=3.8

Id=2.7

Ie=2.4

If=2.0
Ig=1.2

 興味語F, G
も追加される

(b) 最初の興味語への置換 (c) 興味語がオリジナルの
キーワードより多い場合

World

Business

Sports

格納

移動

格納

興味語

興味語

興味語

興味語

興味語

興味語

興味語

図 � 興味語とカテゴリのキーワードの置換

�� 情報選択および融合法

��� サイトでは，利用者が指定したポータルページから，

変換すべき �項目の内容を検出し，その後，収集したページの

情報を利用者の興味に合わせて融合し，融合した内容へ置換す

る．選択および融合は，収集した各ニュース記事のページのメ

タデータより抽出した「単語情報のテーブル」と，利用者の興

味情報である「興味語および興味木」を利用する．

�� � ページのテーブル

���サイトでは，収集したページのメタデータの日付と概

要から，単語とその重みに関するテーブルを作成する（表 �）．

表 � ページのテーブル
ページの ��（日付） 単語 重み

��（��������������） 	 ���


 ���

� ���

����（��������������） 	 �������


 �������

 �������

各ページの単語の抽出は，概要を形態素解析し，固有名詞，

一般名詞，動詞の各単語を抽出する．単語の重みは，出現頻

度 �$��-';��*#��%�� の �� と，品詞の種類に対応した重み

���� < � � � � ��を用いて，以下の式より算出する．

��� < �� ���

<
����	�中の単語 
 の出現頻度= ��

����	�中の総単語種類数�
��� ���

�� � カテゴリのキーワード抽出と置換

興味語および興味木は，利用者の閲覧履歴を基に作成される．

興味語は，オリジナルのポータルページのカテゴリのキーワー

ドと置換される単語である．興味語には重要度があり、利用者

が閲覧することで各興味語の重みが変わるため，興味語は動的

に選出され，���の内容はダイナミックに融合される．

興味語 
 の選出方法は，利用者が閲覧したページ 	�～	� に

出現する単語 
 の重みの総和を算出し，総和値が閾値以上の単

語とする．閲覧したページを 	��� < �� � � � � �，ページ 	�に出

現する単語を 
，単語 
の重みを ��� とすると，�� <
��

���
���

となる．この �� 値が閾値以上の場合，
は興味語として選択さ

れ，�� 値の大きい順に，興味語はカテゴリの先頭のキーワード

から順に置換される．

興味語をカテゴリのキーワードと置換する場合，提案システ

ムではポータルページのオリジナルのレイアウトを変えずに

A B

C

時刻:01/09/18:00

A B

C

F

時刻:01/09/18:10

A B

C

F

時刻:01/09/18:10 + T

ページPi 閲覧 ページP(i+1) 閲覧

cwib

cwic

cw(i+1)b

cwic

cw(i+1)f cw(i+1)f-αT

cw(i+1)b-αT

cwic-αT

(1) (2) (3)

図 � 興味語 �をルートノードとする興味木の再構築

内容だけを変更するため，置換可能な興味語の数は，オリジナ

ルのキーワードの数に制限される．そこで，提案システムで

は �	&��" というキーワードのフォルダを新たに作成し，表示

できないキーワードや興味語を格納し，そのフォルダにマウス

を合わせるとプルダウンで格納されたキーワードを表示させる．

図 �に置換の流れを示す．まず，利用者が初めて ���を閲

覧して記事を閲覧することで，履歴情報が作成される．履歴情

報には，利用者 )1と閲覧した記事の ���が追加される．こ

の利用者の履歴情報とページの単語情報をもとに，興味語が

作成される．この興味語が初めて作成された場合，最下位の

キーワードが �	&��" というキーワードへと置換される（図 �

の ���）． �	&��" には，置換されたオリジナルのキーワード

が格納される．さらに，閲覧が続くと履歴情報も更新され，選

出される興味語も増加する．選出される興味語の数が，オリジ

ナルのカテゴリのキーワードの数�よりより多くなった場合，

�� �個目以上の興味語はまとめられて，�個目の �	&��" へ

追加される（図 �の �%�）．

�� 
 興 味 木

興味木は，大量のページから、各カテゴリである興味語に関

連する記事を選択する際に用いる．選択された記事のタイトル

は，カテゴリごとのタイトル集として置換される．

興味木は，選択された興味語ごとに作成され，各興味語を

ルートノードとする．子ノードは，興味語を含む同じページに

出現する単語となる．ルートノードと子ノードとのリンクは，

閲覧した全てのページから単語間の共起度を算出し，さらに単

語の閲覧時刻の情報を抽出し，それらの情報を基にノード間の

重要度を決定し，形成される．

図 �に，利用者がページ 	� を閲覧した後に，�が興味語と

して選択された場合の，�に対する興味木を示す．まず，�を

ルートノードとし，その他の単語 �，�がノードとしてリンク

が形成される（図 �の ���）．各ノードとのリンクには，単語

�と �，�と �の共起度が重み ����，���� として付加される．

図のリンクの線の太さは，重みに比例する．次に，単語 �が出

現するページ 	����� を閲覧した場合，�のツリーが再構築さ

れる（図 �の ���）．再構築は，共起語がツリーに存在していな

い場合は，新たにノードとして追加され，重みとともにリンク

が形成される（単語 ;が追加）．共起語が既にツリーに存在し

ている場合は，その重みがリンク値として更新される（単語 �

が更新）．また，�と �に共起する子ノードが同時に出現する

ページが，閲覧されない時間が � 以上たった場合，リンクの重



(1)蓄積しているページ (2)興味語 A を含むページ  

興味語 B を含むページ  

(5)融合ページへの
出力結果

興味語 Aの
タイトル集

タイトル1

興味語 Bの
タイトル集

(3)興味木Aとの相関の
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タイトル1
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図 � ニュース記事のページ選択の流れ

みが α � の割合で削減される（図 �の ���）．リンクの重みに

時間情報を用いることで，利用者の最近の興味を反映できる．

�� � ページの選択および融合

単語情報のテーブルと興味木とを用いて，画像付きトップ記

事と，各カテゴリの興味語に関連する記事を選択する．

画像付きトップ記事は，興味語の重みの大きい順に，単語情

報のテーブルから，興味語を含む単語で日時が最新の画像付き

ページを探索することで，選択される．

各カテゴリの興味語に関する記事の選択の流れを，図 �に示

す．まず興味語のルートノードである興味語の出現するページ

を選択する（図 �の ���）．次に，，選択した興味語ごとのページ

から，興味木を基にさらに選別する（図 �の ���）．興味木を用

いたページの選別は，選択されたページに出現する単語の重み

� と，興味木のリンクの重み ��とのベクトルの内積値を算出

し，内積値が閾値以上の記事を利用者の興味を反映した記事と

して選別する．さらに，興味語ごとに選別された記事は，類似

する内容の記事がある場合はグループ化される（図 �の ���）．

類似記事の判別は，一定時間 �プロトタイプでは �� 時間）内

に作成されたページをグループ化し，グループ内のページ間で

の単語の重みのベクトルの内積値を算出し，内積値が閾値以上

のページどうしを類似ページとし，再グループ化する．グルー

プ化されたページのうち，一つをランダムに選択し，選択した

ページのタイトルをタイトル集として置換する（図 �の ���）．

ランダムに選択されたページ以外のページのタイトルは，プ

ルダウン式により表示される．提示されている代表のタイトル

にマウスを合わせると，類似する他の記事のタイトルが出現す

るという方法とする．また，類似するページのタイトル間で重

複する単語がある場合，それらの単語を薄く表示する．これに

より，タイトルの内容の違いを強調して提示できる．

�� ���の検討

以下では，提案した ���サイトと���ツールバーのプロ

トタイプによる，���のレイアウトの解析と興味語の抽出に

ついて検討する．

�� � ���構造による情報検出手法

本稿では，利用者が指定した任意のポータルページのレイア

ウトの解析手法を提案した．プロトタイプでは，�～�の �つ

のニュースサイトのポータルページについて，（１）カテゴリの

キーワード，（２）トップ記事と画像の �項目について自動抽出

を行った．表 �に抽出結果を示す．

表 � ページのテーブル
ポータルページ カテゴリのキーワード トップ記事と画像 繰り返し回数

	 ○ ○ ��


 ○ ○ ��

� ○ ○ �

� ○ ○ �

� ○ ○ �

繰り返し回数とは，�/�節で述べたように，カテゴリ毎のキー

ワードを抽出する際に「セル内の構造がパターン化している」

という特徴を利用しており，そのパターンが繰り返されている

回数を示す．抽出結果より，ポータルページ �～�全てに関し

て，（１），（２）とも自動抽出が可能であることが確認できた．

また，繰り返し回数は �～�� 回となることがことが確認され，

�～� 以外のサイトでのカテゴリ抽出には，�～�� 回以内で繰

り返されている構造に適応できると考えられる．

しかし，�～� 以外のポータルページのトップ記事と画像に

関しては，カテゴリのキーワードの隣の列にレイアウトされて

おらず，カテゴリとの間に広告の画像と文章が入っている場合

があり，自動で抽出されなかった．

現在は利用者が指定する任意のポータルページを獲得し，そ

のレイアウトを自動抽出しているが，全てのポータルページ

に対応することは困難と考えられる．解決方法としては，一つ

には，���サイトで事前にポータルページのレイアウトを解

析し，自動抽出が行えなかったポータルページについてはその

ページ特有の条件を追加することで抽出する方法が考えられる．

もう一つは，利用者が任意に指定したポータルページを基に，

利用者自身が変換したい � つの内容の部分を指定することで

抽出する方法が考えられる．前者の解決方法は，ポータルペー

ジ全てに対して，各ポータルページごとに条件を追加すること

は負荷が高いと考えられる．しかし，ニュースサイトの場合レ

イアウトが類似しているため，追加された条件を随時適応させ

ることで，自動抽出の適合性を向上できると考えられる．後者

の場合は，置換される部分を指定するという利用者側の負荷が

生じるため，負荷を軽減する容易な指定方法を検討する必要が

ある．

�� � 興味語の検出

���では，利用者の閲覧履歴に基づき，個人の興味のある

単語を興味語として検出する．この興味語は収集したページの

中から，個人の興味や知識に合った内容のページに分類し，選

択し統合して提示する際に利用される．

プロトタイプでの興味語の検出結果では，興味語間の類似性

が高くなる傾向が明らかとなった．例えば，選挙に関する記事

のニュースを続けて閲覧すると，著名な立候補者や現大統領の

固有名詞が選出され，さらに閲覧を続けても，興味語の各固有

名詞の重みが同様に増加するため，検出される興味語の類似性

が高くなるという結果であった．

現在は，興味語間の類似性を検出し，グループ化する手法を

検討中である．類似性の検出には，興味語間の共起度から類似

性の高い興味語を選出し，選出した興味語の重みの最大値の単



語のみを興味語として再検出する手法が考えられる．

	� 関 連 研 究

���"��
"	�� 7�8 7�8は，複数のニュースサイトから収集した

記事を �つのカテゴリに分け，カテゴリ毎の記事を品詞に基づ

き類似する記事へと分類する．分類された記事集から，自然言

語処理技術を用いて一つの要約文が作成され，融合結果として

提示される．複数記事の要約は有効だが，カテゴリ分類は静的

で，利用者の興味に基づいた分類および融合はされておらず，

利用者は欲しい情報の要約文を探索する必要がある．

;��!1�-�� 7�8 や ���"��
���� 7�8 は，�::（�1; :	�

:#--���）で記述された要約を収集し，閲覧できるリーダ

である．リーダは登録してあるニュースサイトを自動的に巡回

し，記事のタイトルをまとめて利用者へ提示できる．利用者は

新着順に提示されるタイトルから，キーワードを用いて記事を

検索することも可能であるが，キーワードを明示的に入力する

必要があり，利用者の興味に基づいた自律的な記事の分類およ

び融合はされていない．

��>
&��? 7�8では，利用者が設定したカテゴリに基づいて，

収集した複数のニュースサイトの記事を分類し，タイトルをカ

テゴリ毎にまとめて提示する．提示されるレイアウトも利用者

が設定できる．しかし，レイアウトは，明示的に利用者がカテ

ゴリの表示する順序や場所を設定する必要があり，設定自体を

使い慣れるための負荷も高い．また，利用者が選択できるカテ

ゴリは ��>
&��?サイトが提供しているカテゴリに限られてい

る．さらに，興味が変わった場合に，設定したカテゴリを利用

者が変更する必要もある．


� まとめと今後の課題

本稿では，複数のページを融合し，ユーザの欲しい情報を提

供できる新たな���ブラウザ���について検討した．���

では，利用者は使い慣れているポータルページを �����とし

て利用することで，自身の好みのレイアウトを通して，融合さ

れた情報の閲覧が可能になることを示した．また，閲覧履歴に

基づき興味の分類体系を動的に構築することで，利用者の知り

たい情報に基づき情報を分類して融合が可能な手法を提案し

た．���の新たな情報融合の構成法により，利用者は情報融

合の際に必要なカテゴリの分類体系を容易に把握できると考え

られる．

現在はニュースサイトという特定のテーマを同一テーマの

ポータルページで閲覧しているが，多種のテーマを異種のテー

マのポータルページで閲覧可能な �����を検討中である．そ

のため，オリジナルのポータルページの情報抽出法を異種テー

マへ応用する必要があり，今後の課題となる．また，情報選択

法としてセマンティック���技術を導入し，ページと利用者の

興味および知識の �つのオントロジーを，閲覧履歴から動的に

構築する手法も検討中である．
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